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市
で
は
、
環
境
保
全
・
環
境
汚
染
防

止
に
配
慮
し
た
活
動
を
継
続
的
に
行
っ

て
い
く
た
め
に
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
平
成
１４
年
度
１
年
間
の
主
な
取
り

組
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

左
記
の
表
の
ほ
か
、
市
で
は
省
資
源
、

省
エ
ネ
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
平
成
１０
年
度
対
比
で
事

務
用
紙
使
用
量
を
約
１
０
０
万
枚
（
Ａ

４
サ
イ
ズ
）、公
用
車
用
燃
料
使
用
量
を

約
１
２
、
０
０
０
�
な
ど
削
減
し
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
１３
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
、
グ
リ
ー
ン
購
入
も
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
昨
年
１
年
間
に
約
１
９

６
万
円
の
経
費
節
減
と
約
３０
ト
ン
の
二

酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）の
排
出
を
抑
制
し

て
い
ま
す
。

※
「
グ
リ
ー
ン
購
入
」
と
は
、
購
入
の

必
要
性
を
十
分
に
考
慮
し
、
品
質
や

価
格
だ
け
で
な
く
環
境
に
与
え
る
影

響
を
考
え
、
そ
の
影
響
が
で
き
る
だ

け
小
さ
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
優

先
し
て
購
入
す
る
こ
と
で
す
。

問
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
室

�
４９
―
３
１
１
１
（
内
線
３
６
６
）

毎
日
の
通
勤
・
通
学
は
ど
う
し
て
い

ま
す
か
。
環
境
を
守
る
た
め
に
、
一
人

ひ
と
り
が
取
り
組
め
る
身
近
な
こ
と
、

そ
れ
は
移
動
す
る
際
に
自
家
用
車
を
使

わ
な
い
こ
と
で
す
。
自
家
用
車
の
代
わ

り
に
、
徒
歩
や
自
転
車
、
鉄
道
や
バ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
環
境
に
与
え
る

影
響
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

県
や
関
係
団
体
で
組
織
す
る
「
美
の

国
あ
き
た
エ
コ
交
通
推
進
協
議
会
」
で

は
、
７
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
毎
月

第
４
金
曜
日
を
「
エ
コ
交
通
の
日
」
と

し
、
美
の
国
あ
き
た
を
守
る
た
め
に
県

民
一
丸
と
な
っ
て
、
エ
コ
交
通
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
エ
コ
交
通
…
…
二
酸
化
炭
素
発
生
量

の
少
な
い
交
通
手
段
の
こ
と
。

問
美
の
国
あ
き
た
エ
コ
交
通
推
進
協
議
会

�
０
１
８
―
８
６
０
―
１
２
８
２

６
月
１９
日
、
川
口
小
坂
町
長
が
小
畑

大
館
市
長
を
訪
ね
、
７
月
１４
日
に
設
立

が
予
定
さ
れ
て
い
る
任
意
合
併
協
議
会

へ
の
参
加
を
伝
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
館
市
、
比
内
町
、

田
代
町
、
小
坂
町
の
１
市
３
町
で
、
合

併
し
た
場
合
の
「
新
し
い
市
」
の
未
来

像
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
小
坂
町
は
、
鹿
角
市
と
の
１

市
１
町
の
任
意
合
併
協
議
会
に
も
加
入

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

問
合
併
推
進
室

�
４９
―
３
１
１
１
（
内
線
３
７
８
）

平成１４年度実施状況

不法投棄の監視など環境保
全に関わる各種事業の実施

二酸化炭素の排出量を
１２年度対比で５．４％削減

市有林除間伐２４．９３ha実施

民有林間伐７２．８５ha実施

四羽出地区の排水施設完成

設置補助基数１２０基

公共下水道の普及率
２４．７％達成

水洗化戸数
年間２８０戸新設

項 目

環境が良く住みよい大館をつくるための環境
保全４事業などの実施

二酸化炭素が増えることで引き起こされる地
球温暖化対策の実行

市有林除間伐事業

民有林間伐補助事業

農業集落排水事業

合併処理浄化槽
設置整備補助事業

公共下水道
整備事業

水洗化工事をすることで各家庭からの排水に
よる水質の汚濁を防ぐ下水道普及事業

立派な木を育てることで
ＣＯ２の増加を抑制する

水質汚濁を防ぐ

エ
コ
交
通
の
す
す
め

平成
１４年度

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み

任
意
合
併
協
議
会
に

「環境に配慮したまちづくり」を進めるために行った主な事業

環境にやさしい生活
仕事帰りに‥

食品などは過剰包装のものを避け、余分なエネルギーや
農薬を使わない地場の旬のものを。

●包装の少ない商品を選ぶ

「
参
加
し
ま
す
」

鉄道やバスなら、自家用車に比べて、ひと１人を運ぶ際
のＣＯ２排出量も格段に少なくて済みます。職場まで近
いなら、健康のためにも自転車通勤がオススメ。

●公共交通を利用した通勤

通勤で‥

広報大館２００３．７．１�


